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本論文は、 1998 年の NPO 法施行にも後押しされる形で、さまざまな NPO が社会的活動を活発化させてきた状況
において、社会教育に投げかけられている新たな課題を考察している。とくに、各種 NPO が地方自治体から社会教
育関連の諸事業を委託され、住民に対するサービスの提供主体となりつつある事例の考察を中心にしながら、社会教
育における行政責務と市民参加のあり方を歴史的に振り返るとともに、社会教育事業主体としての NPO の可能性お
よび今後の課題について検討している。また、 NPO 研究に対して社会教育の視点を提起することで、両者間の対話
を活性化させることが今後双方にとって有意義ではないかと提案している。
本論文においては、市民活動における①内在的教育・学習活動と②対外的教育・事業活動という 2 つの側面を対比
しながら、行政と市民の聞を媒介する NPO がそれぞれとどのような関係性を築きうるのか、またそのことがかつて
社会教育の世界で、話題になった「社会教育の終意J 論に投げかける示唆について述べながら、公共サービスの市場化
という今日的動向の中で NPO を社会的資源としてとらえるモデ、ルについても考察するなど、野心的な試みがなされ
ている。
NPO および社会教育の研究者にとって、本論文は今後に求められるきわめて重要な学際的視点と問題意識を提示
しており、本論文は博士(人間科学)の学位授与にふさわしいものと判定する。
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